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新型コロナウイルス感染症の後遺症について
コロナ感染症の後遺症は多彩、全身症状から局所症状まで
精神症状もあり、診断が難しい
期間も、週単位から年単位まで、色々

症状として多いのは
・倦怠感
・咳
・嗅覚障害(症状としては多くない）
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オミクロン株の流行に伴い
感染者数が急増

後遺症の相談件数も増加

後遺症が起こりやすい感染者は、
・高齢者
・女性
・重症 だった感染者に多い

頻度は、１人/５～８人 くらい

後遺症について
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後遺症について

後遺症は 徐々に改善する傾向にあるが、
1年以上の長期にわたることもある

⇒ 原因は 不明
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後遺症について 診療のフローチャート（精神症状の場合）

後遺症に対する診療は、
症状に会わせて
フローチャート がある

ただ、
原因不明の場合が多い

器質的な異常がない時は
対症療法
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今夏、オーストラリアでは、
インフルエンザが ３年ぶりに大流行

日本でも、同様に
インフルエンザ流行が起こる可能性が大きい

＋
新型コロナウイルスの流行再拡大

新型コロナ・インフルの同時流行

今冬は、新型コロナ 季節性インフルエンザ
の同時流行の可能性が大きい
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新型コロナウイルス感染症対策アドバイザーリポート
からの提言

新型コロナと季節性インフルエンザの同時流行に備えて
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新型コロナワクチンの効果について

０から右側にあれば、発症予防効果あり

ワクチンの重症化予防効果は明らか
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新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの
同時流行に備えた対策

１）新型コロナ・インフルの同時流行下における外来受診・療養の流れ
⇒２つのパターンに分けて対応

２）発熱外来の強化と治療薬の円滑な供給
⇒新型コロナとインフルの同時検査キットの確保(３８００万回分）
⇒経口剤２９０万人分、中和抗体剤１５０万人分

３）インフル等の体調不良等により受診を希望する患者の
電話診療・オンライン診療体制の強化
⇒電話診療等に対応する医療機関、夜間・休日の電話診療等の輪番体制の確立

４）健康フォローアップセンターの拡充と自己検査キットの確保(2.4億回分）
５）発熱患者等の相談体制の強化と周知徹底
６）救急医療や入院治療等に関する対策
１．救急医療の逼迫回避
２．入院治療が必要な患者への対応の強化
３．高齢者施設等に対する医療支援等

厚労省呈示
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